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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、医療者―患者間のコミュニケーションギャップに注目し、臨床現場での有意義な

インフォームド・コンセントの実現に還元すると共に、医療スタッフや薬学部生を対象とした

医療コミュニケーション能力養成のための教育プログラム構築にも寄与することを目的として

「がん患者への医療者からの説明」について質的検討を行った。その結果、同じ内容の説明を

したとしても、個々の患者の治療に対する感じ方や理解度などにより受け取り方は異なり、医

療者が患者の個別性を尊重する重要性が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

There are many barrier existed on the communication between patient and healthcare 

professionals. This study was focused on the informed consent to cancer patient when they 

started the chemotherapy. An investigation into explanations of chemotherapy and patients’ 

attitude to informed consent was likely to offer useful suggestions on how to better provide 

information on chemotherapy. We wanted to contribute these results to an understanding of 

patient’s feeling and building the program of communication training for healthcare 

professionals. The result of this study suggested that even if the healthcare professional 

provided the same explanation, individual characteristics such as awareness or 

understanding of the treatment might affect subsequent treatment activities. So it was 

important for healthcare professionals to think great deal of patient’s individuality. 
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１．研究開始当初の背景 

 がん治療において抗がん剤による治療（化
学療法）はその中核をなすものであり、患者
及びその家族の治療効果に対する期待は極
めて高いことが推測される。その一方で、抗
がん剤は高価で副作用も強いことから患者
への心身の負担も重い。抗がん剤導入にあた
っては医療者から患者及びその家族へのイ
ンフォームド・コンセントが重要となるが、
現状ではインフォームド・コンセントの本来
の意味である“説明を理解し、納得した上で
の自発的な同意”の実践には様々な困難が伴
う。その原因としては幾つかの要因が考えら
れるが、我々は医療者－患者間のコミュニケ
ーションギャップに着目し本研究を企画し
た。 

近年は日本でも医療者を対象として“バッ
ドニュースの伝え方”などコミュニケーショ
ン・スキルに関する講習会が開かれ、コミュ
ニケーションの重要性に対する認識は深ま
りつつある。しかし現時点では具体的なスキ
ルを求める傾向が強く、コミュニケーション
の質に言及した研究は緒についたばかりで
ある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、がん患者を対象とした医療者
―患者間のコミュニケーションギャップに
注目し、臨床現場での有意義なインフォーム
ド・コンセントの実現に還元すると共に、医
療スタッフや薬学部生を対象とした医療コ
ミュニケーション能力養成のための教育プ
ログラム構築にも寄与することを目的とす
る。 
まず、患者の抗がん剤治療に対する意識や

インフォームド・コンセントの理想と現実に
ついて調査し現状を把握した。次に、薬剤師
からがん患者へのインフォームド・コンセン
ト場面を設定し、両者間のコミュニケーショ
ンに ついて Roter Interaction Analysis 

System(RIAS)を用いた分析を行った。 

 

３．研究の方法 

（１）抗がん剤治療の説明に関するアンケ
ート調査 
対象：化学療法（もしくは分子標的療法）
を受けている／受けたことのあるがん患者
60 名 
方法：質問紙による意識調査：関連文献を
参考にし、質問項目を作成した。 
質問項目は、抗がん剤についての不安や期
待に関する項目、抗がん剤治療を受ける際の
医療者からのインフォームド・コンセントに
関する項目、などである。 

研究の目的を説明し、研究協力の同意が書
面で得られた患者に対して、質問用紙を配布
し、郵送で回収した。 
得られた結果に対して、IBM SPSS Ver.18 を
用いて統計分析を実施した。 
（２）抗がん剤治療の説明に関するインタビ
ュー調査 
対象：化学療法（もしくは分子標的療法）
を受けている／受けたことのあるがん患者
32 名 
方法：研究の説明を受けた後、書面にて研
究参加に同意した参加者に対して「化学療法
の説明の理解度、理解度に影響を与えた要因、 
自ら調べることがあったかどうかとその理
由、説明を受けたときの気持ち」について半
構造化面接を実施した。 
調査者が面接中に筆記記録した内容を面

接直後に逐語録的に書き起こしたものを質
的データとした。 
質的データに対して、IBM SPSS Text 

Analytics for Surveys Ver4.0 を用いて感
性分析を実施した。感性分析にて抽出された
単語に関して、「化学療法」の理解に関する
事項および心理的反応に着目してカテゴリ
化を行った。 
（３）薬剤師からのインフォームド・コンセ
ント場面を題材とした RIAS によるコミュニ
ケーション分析 
対象：長期実務実習終了後の薬学部６年生

および薬剤師各 10 名、計 20 名。 
方法：「治療に不安を抱える乳がん患者」

を題材としたシナリオを作成し、模擬患者の
トレーニングを行ったのち、薬剤師と薬学生
を薬剤師役として SP とのロールプレイを実
施した。その様子をビデオで撮影し、コミュ
ニケーション内容について RIAS(Roter 
Interaction Analysis)による分析を行った。
参加者には事前に内容を説明し、同意を取っ
て行った。 
なお、研究は全て北里研究所病院研究倫理

委員会の承認を得て実施している。 
 
４．研究成果 
（１） 抗がん剤治療の説明に関するアンケ
ート調査 
医療者からの説明に関するアンケート調

査に回答が得られた 50 名について検討を行
ったところ、抗がん剤治療開始時の医療者か
らの説明内容については「理解できた」、「ど
ちらかといえばできた」と答えたものは全体
の 82％、「理解できなかった」、「どちらかと
いえばできなかった」と答えたものは全体の
8％だった。更に「理解できなかった」理由
を聞いたところ医療者との知識のギャップ



 

 

が指摘された。説明を受けた後の気持ちにつ
いて聞いたところ「安心した」、「不安が減っ
た」と答えたものが 45％いた一方で、「かえ
って不安が増した」と答えたものが 11％いた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「受けた説明内容の理解度」との関連をみ

たところ「理解できた」と答えたものは「理
解できなかった」と答えたものよりも有意に
「説明によって安心した」と答えている傾向
が認められた。 
また、説明を受けた内容について自分で調

べるかについて聞いたところ、「調べた」、「機
会があったら調べたい」と答えたものが 56％
いた一方で、「調べるつもりはない」と答え
たものも 28％いた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「調べた」方法について聞いたところ、13

人中インターネット（７）、書籍・辞典（５）
マスメディア（２）セカンドオピニオン（１）
(複数回答)だった。 
年齢との関連をみたところ、年齢が高い方

が「調べるつもりがない」と答える傾向が
１％水準で有意にみられた。説明を受けて
「かえって不安が増したもの」は「安心した
もの」に比べて「自分で調べる」傾向が 5%
水準で有意にみられた。また、抗がん剤治療
についての不安、期待、負担の程度との関連
をみたところ、不安感や負担感が強いほど自
分で調べる傾向が 5%水準で有意に見られた。 

 
次に、理想と思う治療の決定方法を聞いた

ところ「医師から現在わかっているすべての
情報提供を受け医師と患者で相談して治療
法を決めたい」と考えている患者が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本研究の結果から、抗がん剤治療開始時の
医療者からの説明に対する患者の理解度が
不安の軽減に寄与している可能性が示唆さ
れ、より患者の立場に立った説明の重要性が
示された。 
アンケートの自由記述にも様々な意見が記
入されており、これらを参考に抗がん剤治療
中の患者が抱える不安について更にインタ
ビューによる質的検討を行った。 
 
（２）抗がん剤治療の説明に関するインタビ
ュー調査 
抗がん剤治療開始時の説明に関して患者

が抱える不安や希望について更に明確化し
ていくため、がん患者に面接調査を行いイン
タビュー内容について感性分析による質的
な検討を行ったところ、患者が治療説明を受
けたときの気持ちに関して「期待」「ショッ
ク」「あきらめ」「不安」「恐怖」「安心」等の
カテゴリが得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、説明の理解度に関しては「理解でき

た／ある程度理解できた」と語った患者がい
た一方で、「専門的なことはわからない」「こ
ういうものなのだという理解」「納得してい
る」といった、専門性の高い説明に対する理
解の困難さが伺われた。理解できなかった理
由について、患者にとって治療説明は「わか
らない／難しい」が、また理解に影響を与え
る要因として医療者への「信頼」の重要性が



 

 

語られた。さらに、面接調査全体において、
医師や病院に対する信頼感（「信頼」「任せ
る」）を表出する患者が多かった。本調査か
ら、治療説明の際には「患者－医療者間の信
頼」が重要であることが改めて示唆された。 
 
（３）薬剤師からのインフォームド・コンセ
ント場面を題材とした RIAS によるコミュニ
ケーション分析 

「治療に不安を抱える乳がん患者」に対す

るロールプレイ場面をビデオ録画し、薬学生

と薬剤師間のコミュニケーションの違いを

RIASにより分析したところ、RIAS分析によっ

て得られた各コードの数において薬学生に比

べて薬剤師の方が、指示・方向付けを目的と

する発話（RIASコード：Orient）の中央値が

5%水準で有意に高く、助言・指示を目的とす

る発話（C-Med/Thera，C-L/S-P/S）の中央値

も5%水準で有意に高かった。また、薬学生に

比べて薬剤師の方が、個人間での各コードの

数のばらつきが有意に大きい傾向がみられた。 

 
薬剤師は患者に対して指示的なコミュニ

ケーションを取りがちな傾向や個人間での
コミュニケーションコードのばらつきが明
らかになった。 

 
本研究の結果から、医療者と患者の信頼関

係に基づいたわかりやすく安心できる説明
の重要性はもとより、患者の個別性を尊重し
た対応の重要性が示唆された。これらの結果
は臨床現場に還元できるばかりでなく、医療
者へのコミュニケーション教育プログラム
構築にも寄与している。 
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